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12年が経ちました.こ.こまで来れたことを先ずは、農しとしましょう。

O爆鑢醐朧鰤鸞鼈 鶴球絆
確がitt“会運営‐め議論をすることが活動である

″かのようなこの-2年でしたが、財政

象査轟掌響t署言:霧琴奪霧吉ち畢塁£警奪秀嚢菫虜重量象言F‐象纏套曇お嚢祟賢賛
て来ましたょ .この提案で11探探会を次の世代に引き継ざます。

| ‐|| ‐

傘1攣雫1響脅撃撃|な||1響1幣年攀ネや|

19質三 十

●天_ヽ

●
‐‐

■し■_:
ここそ丁
=:

●会の目的の大転換である。 12年前、名乗りを上げた¬6人の幹事、そして会員の中には仕事

のかたわら、きつと探検活動もできるであろう、との思いもあつたが、現実には果たせなかつた。

無論、個人ではその願望を仕事、趣味、登山、旅行等の違つた形で具現化している者もいるが、

会としての活動には至らなかつた。今後は、会員の高齢化が進み、ますます困難となるだけに、

この重い目的を―旦外して、「親睦でよじ」とするところから、会の再出発に踏み出したい。

議1簸|を鷺議機‐:|そltlて機1畿1鮭:=

●会報の創刊号には16人の幹事の写真が掲載されているが、設立半ばから、実務を担う幹事は数

人から徐々に2, 3人へと減つていつた。さらには、ある一人が不可解な会報を発行する行為に及

んだが、それを防ぐこともできなかつた。その背景には、偏った実務の重Eがあつたことは認めざ

るを得ない。今後の組織は、総会は2年に lE・El、 日常の問題は会長と幹事数人の会議制で進め、日

Pで会員に逐次報告するなどして、簡素化、そして機能的に運営させる。

鍼 蒙糠鼈 雑 輔 摯 議
=経 =無

昴 :

●年会費3,000円 は、従来の組織運営を踏襲することが前提で算定されたが、2の転換を図れ
ば年 1, 000円 で十分である。会報発行も2年～3年に1回で良い。但し、日Pの安定運営と機

能の充実が不可欠。また、必ずしもネット環境が全員に整備されてない以上、紙の通信手段も最小

限は必要。その広報 (通信)の役割は大きいので、3人以上は必要か?

この臨時総会ですま、次の議題を議し合もヽ、

次懸総会 (05年 5彙予定)で決定する

1 会則の改訂 (河 1合案) ・提案 1～ 5を中心にして
2 幹事の辞任と次期幹事の選出 ・大野、河合、り:!尻、佐 末々の辞任表明
3.その他 ・HPの充実策 ,長期滞納者べの督促 ・入退会手続き

二12二
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を活用していく方向は意見が一致している。そのことをふまえ、会報

発行の義務をなくするため会報発行の文字を削除し、ホームページと

封書による通信で行うようにしたらどうであろうか。そして冊子を必

要とするような報告内容があるときは、活動報告の通信として現在の

会報の形式で作成しても良いのではないかと考える。

現行会則

改定案

第 3条 (3)会報の発行及び探検活動報告

(2)必要に応じて、本会の諸活動の報告をす

る。

③ 事業の中に新たに「事業は主にホームページの活用をして行うJを入

れた。

第 6条の運営組織のところで、今まで会則にない事務局担当などで運

営してきたので会則ではつきり位置づけたい。事務担当幹事を新たに

1名増やす。会長、幹事長、事務担当幹事 (事務局長と言う名でもよ

い)、 会計、会計監査の 5名で幹事会を運営する。幹事長は会長の補

佐をする。

また、会計監査は年度終わりに監査するだけでなく、幹事会 (現行 定
例会)の一員として参加する。

なお、幹事会 (現行定例会)は第 7条 2で、総会に次ぐ議決機関と

されているので奇数人数にした方がいい。ホームページの担当も新た

に必要になつているので、ここのところはいろいろ意見のあるところ

なので、よく話し合つてみたい。

第 7条の会議では、「会議は総会と定例会からなる。」とあるが、定

例会のメンバーの規定がなく曖味である。現行では招集が会長もしく

は委任を受けた幹事長で、「幹事の過半数の出席で成立する。」とな

つているので、会長、幹事長、会計、会計監査幹事は、出席しなくて

はならないことになる。定例会メンバーの規定など考えるとややこし

くなるので、定例会=幹事会にして、定例会を廃止して幹事会にした

い。なお、幹事以外の人にも集まつてもらつて話し合いたいときは、

拡大幹事会というようにして、会を招集した方がわかりやすい。

また、総会の招集は会長または幹事会とし、集団指導的にしたらどう

か 。

同じ第 7条の会議のところであるが、 (1)定期総会は会長の招集によ
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(入会)

第 5条  本会に入会するものは、申込書を提出し、所定の会費を納入するものと

する。

(運営組織)

第 6条 本会は運営のため次の 5名の幹事で構成される幹事会をおく。

1,  幹事は会務一般を行い、総会で選出するものとする。

2,  次の役職については幹事の互選により選出するものとする。

(1) 会長は 1名 とし、会を代表するとともに会務を統括する。

(2) 幹事長は 1名 とし、会長を補佐する。

(3)  事務担当幹事は 1名 とし、会務の事務を統括する。

(4) 会計幹事は 1名 とし、会計事務を統括する。

(5) 会計驚杏幹事は 1名 とし、会計賄杏を行う。
3, 会長及び幹事の任期は原則として 2年とする。ただし再任は妨げない。

(会議)

第 7条   会議は総会と幹事会からなる。
1, 総会は本会の最高決議機関であり、必要に応じ会長または幹事会が召集

する。また、会員の 5分の 1以上の請求があつた場合に開催する。

(1)総会は委任状を含む会員の 3分に 1以上の出席で成立する。

(2)総会においては、会則の改廃、活動方針、予算、決算、その

他の重要事項を決める。

2, 幹事会は総会に次ぐ議決機関であり、必要に応じ会長、もしくは会長の

委任を受けた幹事長が召集し、幹事の過半数の出席で成立する。

3, 会議の議決はすべて出席者の過半数でこれを決める。

(運営費用)

第 8条  本会の運営費用は会費、その他の収入を持つてこれにあてるものとし、

会費は別途定める金額とする。

(資格喪失)

第 9条  会員は次の各項該当するときは、その資格を失う。
1 退会の意思表示をしたとき。
2 会費を著しく滞納したとき。

(1lEjミ1)

第 10条 1,会員が本会の名称を用いて探検活動を行うときは、事前に文書をもつ

て計画案を幹事会に提出し、幹事会の承認を得なければならな
い。

2, 本会会則にない事項は幹事会と総会の議決を経て別に定める。

3、 本会の会計年度は毎年4月 1日 ～3月 末日とする。

以上

:名 称 |

第1条  バ会
=二

1

目 的)

第2条  大会
=~■

して夭■翼

1事 業〕

第3条  バ会 |コ熙
::熱
12 蓼悪ヨピ:

13‐ ≦ヨ聯」

14会員ヨ

15 1L」 ll

16 1計=

1会員の■或

第4条  バ会
=ギ

成丁こE
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第5条  本会 J、

1蓮言組織

第6条  二会
=ヨ

“   ]「ヨ:目|::

2荻 E4
‐
会J
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(2)幹事長は 1名とし、事務を統括する。

(3)会計幹事は 1名とし、会計事務を統括する。

(4)会計監査幹事は 1名とし、会計監査を行う。

3.会長及び幹事の任期は原則として 2年とする。ただし、再選は妨げない。

(会 議)

第 7条 会議は総会と定例会からなる。
1.総会は本会の最高議決機関であり、定期総会と臨時総会からなる。

(1)定期総会は会長の招集により年 1回開催する。

(2)臨時総会は幹事長が必要と認めた場合ならびに、会員の 5分の 1以上の請求があ
つ

た場合に開催する。

(3)総会は委任状を含む会員の 3分の 1以上の出席で成立する。

(4)総会においては会則の改廃、活動方針、予算、決算、その他め重要事項を議決す

る。

2.定例会は総会に次ぐ議決機関であり、必要に応じ会長、もしくは会長の委任を受けた幹

事長が召集し、幹事の過半数の出席で成立する。

3.会議の議決はすべて出席者の過半数でこれを決める。

(運営費用)

第 8条 本会の運営費用は会費、その他の収入をもつてこれにあてるものとし、会費は別途定める

金額とする。

(資格喪失)

第 9条 会員は次の各項該当するときは、その資格を失う。
1.退会の意思表示をしたとき。

2.会費を著しく滞納したとき。

(雑 則)

第 10条 1.会員が本会の名称を用いて探検活動を行うときは、事前に文書をも
つて計画案を定例

会に提出し、定例会の承認を得なければならない。

2.本会会則にない事項は定例会と総会の議決を経て別に定める。

3.本会の会計年度は毎年 4月 1日～3月末日とする。
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の会 :定例会の機■ (2004年 8月 23日 )

●下記の議題を中心にして、「A:定例会で決定すること」、「B:臨時総会で決定すること」、
「C:来年度総会、及び以降に検討、実施すること」を明確にして、効率的に進行 します。

●参加者は代案又はご自分の提出議題をお持ち寄り下さい。 く04年 8/15:文責・′:1尻>

1.ホームページの (HP)の運営につい

・ 03年から正式に開設されたHPは訪問者、投稿者が最近増えてきたようだが、その

改善点もいくつか発生し、より多くの人が利用するHPを 目指して具体案を話し合う。

<改善を要する点>
q囚い示板に投稿、送信すると画面には lERROR!」 が表示されるが、実際に

は掲示されている→混乱を招くので、早急に解消が必要。

告書の投狙星2杢乙Z二上は共通の9981で は、それを知らない探探会会

員は投稿できない→掲示板の暗証キーを使えないのか ?また、投稿用のパスワー

ド設定に意味があるのか?

d百 IH P会員登録の lDとパスワー ドと②のパスワー ドは関連性があるのか ?→実

際には、HP会員には 8人しか登録 していないので、探探会会員登録とは別物の

ようになつている。

C回い示板 。その他は一般人でも関覧、投稿でき、報告書
。その他は探探会会員の

みの関覧・投稿できるコンテンツを明確にすべき→HPはあくまで探探会の運営

であることの原則に基づく

会の入退会手続きはHPや個人メールでも出来る仕組みを作る⇒紙での郵

送の手続きの省力化を図る。

あ貞bl夏 ど 轟轟 百層長
「
晶 屏額 藻る 星 晨 凛屁 ■≦慕 通

~、

HPの運用が会則に先行してしまつた観がある。                1
定例会での協議を踏まえて、 11月 の臨時総会で決定する。           1
く整理案は当日持●>                           ′

のアクセス分析ができないか?→訪問同時、どのリンク先から訪問した

のか、訪問者の ドメイン等の集計が管理者と幹事が閲覧できる。

告書Qタ グの使い方を分かりやすく説明する⇒くbr〉く/p〉く/blockquOte〉

等の使い方を説明すれば、投稿者の増加と一層読みやすい画面につながる。

C□同様に、写真の配置、大きさを自由にできないか?

0医卜=2⊇土二Zヱ
ニ▲を作成して、別のページをすぐに表示させたい→現行の

会則ページに議事録記録、HPの運営規則を加えて、会運営の基本事項を周知さ

せる場合に、この機能が役に立つ (必要なときにしか読まないが、重要な
ページ)。

咽 Эとよく似た機能で、ボタンに
マウスを置くだけで、クリックしなくても写真

や絵が出る→ JavaSCriptの 機能で報告書の中の補足事項、地図、グラ

=

3■濠謝

■■

3■て ,

3上銀

」三IF

2. I● 0-

こ三考
「
1

軽I長

・_ヨE■

=二 =
こジd野■

壬で曇

二 tl

― ちで

魯二七重菫

|.fr

i  ~~~

′

‥

‥

‐

‐

一

3. ■J嘔・ ・・

こ〕三

筆

´
一　

一
・．

一
　

一一
一

一二

．一
ヽ

一
岬

一

一
．́
．　

一一．一　

・一
一

（^

一一

…12-



―ει―

°
9聟ユ鱒目謬薔、77■9■早繁

曽尋バE4_4==ミ=OI隣｀ヽ1■■)0彗尋颯′目⑦ν寺ヽ|)ヽ10 °9“ユ
Aヽ取、γ撃凛Oν番予Oξ目々

“

02｀晩暉・2宰0詢⑦ν番号ユ率〉9ヽ
“

y`、0

安ユ♀等褒■:「望700080♀qq襲半」7■撃響｀妥薔)d Hs“議｀コγ
劇□0

°
9国母軍鱗
=畔
ユ7■9手
`コ
尋拳M彰彗

｀
6鉢)Oq尋照野普鮮2鶴≧←

`詩
軍鮮⑫影駈、γ園士菜

髪7彰彗・ L立利ヨ駈要⑦辞襲・If甲。 (亀、α晩奪
'I■
撃嘗華、γ群襲■:

・2dH)珊新専印畢琴墾・ 99繁利軍尋
｀
、γ〉目sγ番譜コ1¥議■l'1百拳・…辞尋

`榔
顧誼曇』静日

｀
、γ]ウ0障峰

=罐
闊士(頌当燿馨`

(と1ヽを1ヽ)暫R γ ηttl剰首辱)Ytts字♀専千0身ビ膨⑦百手・ 唯
単コ:ヨ疑票⑦酵襲彰甲・ 静⑦諄軍百事マ予彗番聾専潔早ユマンイ4/∠

`・

…dH
・1ヽ7■曜饗尋綱

`図
0彰甲07群琴7dHO珍寺

｀
ゞ99平ユ‐卑

コl興′中、γリヨ事尋麟1シ甲彰当｀

`留
ユ
=■
9準               ①

lヽC=l署尋肇Ca7漁く
`く
ECad Hマ奪諄o善ιL番手

f~~~1二lL理品品:二
~百
こニユT_LτJ具轟∬義

景垂:11 :  
｀
■コ暫孝章Y7彗量0事畔ユ予穂彙覇

ヽ_________―……………………………………………
°
9ヽ1)鶴♀21当強母翠事‡:)TdH｀ワ02←γttq γ書ユ4r―

FY叫マ嬰3'1暫|!r尋撃事9露マサ暮)ビ9寺宰尋ラ諄逝珊詈tI=薫華W｀7準
°

=■「
9年♀そ艶¥0を

｀
ユ露マ撃用Fコ手場串覇0ビII °70専2:マ

コ〉y7ヽ4そ爵軍
「
賃γヽ率場

｀
)露♀撃緯珊百予手音酵ヽ朝て←γttq γヨユ聾

路コl暫llr尋印阜o■鯉
=:拳
て
｀
■場藩尋戦晋手

｀
利ユ撃ビ8カ90利吾手¥=僣¥③

1`導■(γ¶′半

・ヨ髪群襲
｀
新普1イヤ⑦百予▼)r⑦●]露夕襲コldH⑦¥懸

｀
ゞ認田q¥影

多里▼crp、dHコ!α79国尋ル凛尋⑦黒甕寺
｀
輌率専、α某甕OdH脅ヽ

“

ビフ寺80⑦

筆¥、α09ヽ1)■喜群孝撃■
'1印=曇
二:章様懸

｀
輌嗜)qコ鮨毅ゞ降諺利嘲

て干駈⑦
“
目型辞口
"0寺10｀ゞ99ユ0■70準軍コ1ビシ寺26■1事畔0身懸①
lヽC':菫華ra髪華宗課

｀
障■Ca彙導口番章導・晉琴

fiT副⑦豪其到Ep
°
9準躍筆ユ中⑫

"摯
艶⑦撃¥章憐⑦珊

｀
■l嘗口←

°
1夕設艶⑫黎茉票露マ副撃⑫(リー事韓中

｀
り撃彙華Pヽ)身栗■⑦醸島dH帥

°
場薔憂えるパT華導｀

`イ
“

⑫71シ手璃園帥
(L準暫専哲彰⑦4/″∠∠⑦島4/4′=｀当¥/=∠・皿輌)¥軍⑦諄黎動⑦を帥

'ユ=19暴
ユコ1申嘔甲ユ2△7fq露■・97彙■翼21申鷹軍｀)■事ビ野聾穫尋

章音⑦章ψ百号珊軍貴←(島軍童
｀
κ々

`イ
=｀F■

｀
イ1タイ)
°
9ヽ7影コ|か準、α島準

｀
∠

′

‥

ｌ

ｌ

、

4/｀国驚
｀
ヨ

章含■))■
~

°
(不―ド≧奎

:

♀晰日乖ヨ童コ

⑦影睡←1ヽ■
「

°
9,γ二〔

く。10■0ヽ1・

7■割巽q■1

°
璽圏卑董軍:

厳0ユ携←9ヨ

具甕⑫琴諄諄』

⑦百寺し鋼

⑦

“

1lgi1 7増ロ

¥←乙ヽγ09《

―
`∠
′ゝ⑫田

手子者拳1ヽ孝
(

■

'剖

¥｀、79¬

°

`0■
製尋薄

⑦を
｀
、γ]`1

く曽lif・コお

°
手撃■■月

「`マ■9準
=:

(日8



※すでに、私のHPの掲載文はどこ力ヽ こ埋もれてしまつているので、気づく人は

少ない。 会報であれば会員全員が気づく (読むか否かは別にして)。

ここにもHPの限界がある。

を行う。大野会長の名前で発信して、発送実務は川尻が行う。従つて、会員消思

の最新情報を川尻まで提供してほしい。

→この措置は会発足以来、初めて実施する。<文案は当日持参>

0□仄退会手続きの簡素化
。 入退会基準は会則通りだが、手続きを「HP、 メール、本人からの手紙、日

頭 (面談、電話)で幹事のいずれかに伝える」ことに変更する。

→紙の様式提出の廃止。但し、HPやメールでは様式提出とする。

CEIコ 医会
3言霞、探探会の存在を知らない方、入会の機会を逃した方がいるよ

うなので、住所が分かり次第、文書を送付して入会を勧める。

28日行けそう1

は藝  川尻さま

誠にすト
だいた「肇

④B握牙
閲覧・投

これは二:
でしょう二i
イ可らかCJ

CA長憂
行うこ大:

お手数
=る格好二

ネットワー
ー途を■

C:A会議

なつて決J

恐結なザ

は自E~二

対処しま
:

C03三 =
案も
=■求心方■

そもそ■圭
Pの実愛 1

知し■ェ〔
力の≡で_

とりおえず
その七■‐

ねます._
ただ、書≡
は必ず確
定慎会
「

C囚最新名簿の作成
・ メールアドレスを持つていない人、公表したくない人が半数以上いるので、

電子媒体での運営面の全面移行は難しい。最新名簿の作成は基本となる。

→紙での情報発信という最低限の事務作業は残る。しかし、無駄な作業は極カ

廃止する。

5.ツパル隊の報告会と臨時総含11つい
q囚 11月 4日 (金)～ 6日 (日 )の間に大学筆があるが、その5日 (土)をツバ

ル隊の報告会と臨時総会としたい。 また、あるOBの講演会も学祭本部の企画

行事として現役から案が出されている。 これらを同日に円滑に行い、参加者の

動員を図るための事前打ち合わせ。

0「丁司ッパル隊の展示、出版への協力

6.会計状況、事業計画、

0匹降々木仁氏からの会計報告

0巨、C陸探会としての事業構想

・ 1992年 2月発足以来、12年を経過した。会の 15周年と探査会 (19

58年 2月発足)の 50周年を兼ねた事業を何かできないか?

→例えば、2007、 8年頃実施に向けて、テーマ、地域を会員公募とする。

③その他
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1. ホームページの(HP)の運営につい
小森書志 (00年入学)

掲示板に投稿、送信すると画面には「ERRORI」 が表示されるが、実際には掲示されてい

る⇒混乱を招くので、早急に解消が必要。

●8/25現在で修正したつもりです。

報告書の投稿用のパスワードは共通の9981で は、それを知らない探探会会員は投稿できな

い→掲示板の暗証キーを使えないのか?また、投稿用のパスワー ド設定に意味があるのか ?

●投稿用のパスワードを用意したのは、会費を払つている会員が利用できるようにすること、

部外者の書き込みを阻止するためという制限目的でした。今後パスワードを使用するなら掲示

板の暗証キーを使えるのが理想です。

HP会員登録の IDと パスワードと②のパスワードは関連性があるのか?→実際には、HP会

員には8人 しか登録していないので、探探会会員登録とは別物のようになつている。

●今のところ関連性はありません。この各個人設定のパスワードが各
ページで使えると有効だ

と思います (中村よろしく)

掲示板 。その他は一般人でも関覧、投稿でき、報告書
。その他は探探会会員のみ関覧・投稿で

きるようにコンテンツを明確にすべき→HPはあくまで探探会の運営であることの原則に基

づく

●掲示板は一般の投稿・閲覧ともにフリー  報告書は一般の関覧フリー、投稿は会員のみが

よいと思います。探探会の運営であることは記事の削除権だと思つています。

探探会の入退会手続きはHPや個人メールでも出来る仕組みを作る→紙での郵送の手続きの

省力化を図る。

●仕組み (フオーム)を作るのは了解です。ただ郵送で入退会手続きが行われていない現状で

ウェプの仕組みができても利用されないのではないかと思います。入退会のルール作りが先決

です。

訪問者のアクセス分析ができないか?→訪問同時、どのリンク先から訪問したのか、訪間者のド

メイン等の集計が管理者と幹事が閲覧できる。

●現在、httpソノロ田囃ankentan3a.∞ゴ _歓通3/でアクセス解析できます (要 ID、
パスワード)

報告書のタグの使い方を分かりやすく説明する→くbr〉く/p〉く/blockquote〉等の使い方を説明す

れば、投稿者の増加と一層読みやすい画面につながる。

●項目をつけたり、字を大きくしたり、アンダーラインを引いたり、色を変えたりと、
レイア

ウトに関するタグは多いのでどこまで解説してほしいカゴま人によります。読む意欲を持つてい

る人を対象としている (と思う)のでタグは必要最小限のくbr〉 くらいでよいと思つています。

同様に、写真鍛

●自動投稿フォ`

投稿者が IrE壱

ページの中にブ

事録記録、HPi
立つ (必要なと

●可能です。

⑨とよく似た租

avaScri

●自由なレイア 1

を正確に伝えを

表紙の変更 (タイ

て、定期的に≡

●探探会のテーヽ

でも嫌悪されt

大いに賛成ず

その他機能の三:

●写真だけでな

やり方がわ1・ ,

ファイルのア r

関連サイ トとE

●検索エンジン量

限をはつき
'1

HP管理の担讐モ
●   現在=
ハスワー 、ヽ_
になるとすべて

などとしてしま

運営費の値上|=

● 現在のサー「―
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小森ホームページ案

探探会ホームページヨンテンツについて

探探会のホー

^ペ

ージは会員間の情報意見交換が主目的だととらえています。

ということで、コンテンツは下記

■探検探査の会について (概要 。会則 じ入退会フォーム・名簿=会員のみ閲覧可)

日掲示板 (自由な書き込み/2ちやんねるのようなトビック+レス記事)

■活動報告書 (写真・エクセルデータ添付可/会員のみ書き込み可)

■書評 。時事評 (ヤフーオークシヨンのように記事が理もれにくい形式のもの)

■リンク

検索サイトヘの登録と閲覧対象者 レイアウトについて

検索サイトヘ登録するということ=不特定多数を対象とする  登録しない議会員を対象とする

探探会ホームページは会員を対象とするものでよいと考えています。

したがつて、

・多くの人達の目を引くための動百は不要

・アクセス解析は不要 (でも解析は見られるので、管理者と幹事は閲覧可とする)

パスワードについて

。閲覧に関するパスワー ド

制限をかけるのは『会員名簿」閲覧と「報告書」「書・時事評J書き込み

HP登録時のDとパスワードが使えるのが理想
・設定に関するパスワード

ホームページ更新に関するパスワー ド、メール受送信のパスワード、アクセス解析のパスワードは

HP管理者と幹事が把握しておく
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③普段会合に頻繁に顔を見せている人が会長になると、探探会は、良く出席して

いる人の内輪だけの会という感じになつてしまう気がする

ためです。

○ 会の組織や幹事の担当業務は、本来、今後探探会をどのような会にしていくの

かということと切り離しては決められないと思いますが、いずれにしてもあまり

官僚的な組織構造にしない方がいいと思います。

○ ちなみに、私自身は97年以来会計を担当してきましたので、もう会計をはじ

め幹事を務める気はありません。

○ なお、名簿の更新、管理は事務局で行うのが適当と思います。

会報について

私自身は、6月の総会を欠席したので、詳細な経緯はわかりませんし、決まつた

ことをあれこれ言う立場にもないとは思いますが、やはり会報を発行するのですか。

発行するとしたら、今後も定期的 (例えば年 1回など)に発行していく予定なの

でしょう力、昨年度、一昨年度の話だと、会報10号で会の方向性等について書き、

それからは発行しない、あるいは不定翔発行にするということだと認識していたの

ですが。

会報を作成すること自体は構いませんが、掲載する内容 (原稿)は集まりますか?

(10号では集まらなかつた。)編集作業、印刷の手暉等の手間、発送の人手はど

うするのでしようか。また、これまでの号では、会員の近況報告を載せたり、また

原稿募集等を出してその都度会員からの投常も呼びかけてきましたが、宮崎さんな

ど一部の人を除き、ほとんど反応がないのが実情です。

私の考えとしては、発行するということ自体は (会の予算的にも都合がつくのだ

し)発行しないよりはいいと思いますが、その事務を負うことになる人の負担と会

報を発行する効果を秤にかけると、どうなのかなという気がします。

会費滞納者への督促と会員経続の意思確認作業、入退会手続き等

o 6年以上の長期滞納者には会員継続意思確認を行うとのことですが、私は現時点

で行うことには反対です。一昨年に行つたアンケート結果で、あまりに長期滞納し

ている人には意思確認をすべし、という意見が比較的多かつたため、6月 の総会で、

今回行うことに決めたのだと思いますが、私は反対します。

理由は、

① もし、今、やつたとすれば、会員数が激減することは日に見えている.

② 現会員の中には、会員が減つたとしても、はつきりとさせた方が良いという

意見もあるかもしれないが、反面、逆の意見もあり、コンセンサスが取れて

いない。

また、本質から外れるかもしれませんが、

③ 会員が減つて、建前だけでなく実質的にも一部のOBの有志の会となつた場

合、現役を探探会の会員にする、あるいは会と関わらせる理由もなくなる
の

とl i

C,EI
私がここ

きましたゴ

Bであここ

特別 :こ■橿

の支援 !■■

加して:こ

思いま‐

けここ数≡

という翼夢

は増えをt

に充実きた

また、豊

人達事豪r

人の中
=モ

ることで二

すれごま
=

そこで

になつてモ

私菫身こ

りも、 ~三

ぎ止うてュ

探探会こ

約上、豪

探会をCE
まりで● :

です.

○入退会義

上三三二

にくく=~1

ととしま l

また、¬

のようこ :

入会 して ,

もそう。
:

員の三ニニ

…20…



―L乙…

7・手撃Aヽ留?ヽ1ヽAsαギ認αき襄琴YOユ圏ヨ重日
｀
ユ09専〉砕♀ユ、7薔辞0百

子
｀
(ヽ

'多
sγ♀79ヽ1)。■凛0糎コ1ヽ4=鉢｀

輌Y、α感■:♀η9準そ塁
`ヽ

1`をヽ
ヽ

“

■)a9、ぼ露シ繁
`準
■)0専>仔:αY`ヽ17陥立γヽOヽ1■4ヽヾω9ヽ1)■号Y

｀
コi`TO豪80ヽ噂0寺マ9準7(彙縛●喝秦蜂憲7日亭q、7■)Lユ重ロコl`T⑦
菫彗Oγ♀Ylir｀、

“

準ュニ裂9ネユqヽγTハードV―率｀コユなヽ0コ:ラY｀
■撃

°
■■撃■77

■

`qヽ
ユ0黎ユ掛襲コ:尋善雙準予暮｀ユ0●

η聾マ拳NF/fH｀コlα■9準〉〉コ!

α慕手ly9ネユ
｀
コ:=マ認コT峰軍尋ハードマー率

｀
ユ●暉ヽγ年専

`FO理
T

)、10■|コ鮮襲⑦繰寺喜YO

°
■ユ

手襲9ヽ16専γヽ■Y9ヽ1)0■,1冒
`ヽ

17(ω■黎
`Tω`r琴

軍撃J99ュ
`準 彰0平帯回0¥単

｀
ヨγaヽュγ降

｀
♀v9Y■

':騨
率軍ゞ百▼■0)拳gO尋予孝

孝
｀
■■:中0百予9ヽ1)OY｀s“準撃1ヽ)0導コ:マ■

`ヽ

,マ子0■00翠単
｀
T撃

群
｀
)0留■彗饗

`ヽ

17孝0ヾ専ニユ剰コllr準眸輌｀
Tて9■尋¥琴

｀
襲サ孝断

°
手・27年

`ヽ

A?ヽ4ヽ1ゞ率マAヽ鉢ユα丁澤

導0肇■0雌導諄⑦〉手■29旱ユ
｀
ユω

`留

799コi「副撃0互麟百寺J 
｀
■6

T「唯響0ヽフ諄」0「暉晏尋諄⑫■0」
｀
■尋⑫嘔撃0ウ⑫手轟訴

｀
■lξ目雅

°
手ユ7■

`ヽ

a7ヽγ

`Rヽ

γ

`87ヽ
1ヽ1■)0キコ1

琴⑫寡孝

`Tω
を)■7零苺

｀
裂予諄孝

｀
、αttγ竃0百等⑫翠じ｀ヨ垂｀ユ■

を

・準撃暑nヽ)、A,整コl「拳ω畢単9■9ヽγ諄-0801■:奪準謝常準

`を

｀
■年■準雪脅γ年■79準琴Yユα凛

｀
襄Yマ■予暮軍―

°

`Tq・
27■9

〉ユ需ゞY9露撃襲■銅0ヽ千ヽ?〉専子襲1ヽ99｀9■7=α早千暮ヽ■7ヽ中OY
9ヽ1ユnY購縁平等

｀
年爾、α吾蝉0暉手百▼専||コ¥｀早普マ0革■)■率ヽ

“

豪Y
Oをコl』

｀
、γ

`■

■)(:詳ユ■拝
'撃
撃撃暉晋襲⑫9手尋翻事

｀
回寺
｀
マ撃

(・9γ拿7平等、γ7■9■奪¥軍コ:
⑫■9暉Oγ野)0マコ:百辱尋ξ中0予コl鰈⑫〕

｀
襲コl鱒Y日

｀
■

`9認
9γ肇■:

身拳熙H鶴竃尋腱秘留畢準率0寺q`ぐ詳)°■率1ヽ留799、α図菫コ:¥蟹
`ヽ

17

「マ0留ユ嘔晏0予sγ彰目7■
`0■
躍キ7■0寺きユ不

`理
0こ号」0寺壌rT手:

暉輌マ
｀
7■20ヽギを■黎縁γ野,i嘔嬰⑫拳⑫ユ準雪r｀■lT`鶴を

｀
αゝ手準Aヽ]

ηヽγ99■2専コタジ0躁漱〉暴6竃き切夕平0黎¶′0者目YOンマ叡撃｀■
'1露
■

・マ■ユ7年
`ヽ

17「Aヽ専ヨ摯事き亜
'9ヽ
4ユ■暉

準ユ■7百千き
=l■
襲影目
｀
6マユ⑦qネv■冒ゞ(P ttY専颯′導電ilκ働コ:轟革0

‐諺蟹｀
Y`ヽ17(■1ヽ)0影ヽ賃αヽ露■尋嘔晏導孝凛γ降)Y970事灌コ:ig暑

γヽJ｀)0マユ「¥9撃彰、γYO撃単」利拳諄逝
｀
、7ヽAtt a q軍襲コ17■9留ユ霞

00雌導孝ユ準〉9ヽ9 CtF■1 
｀
)■議q`、

“

黎専筆
｀
■lttYO,｀ゞ■■■

= 2■釜縁撃ヨ9ヽαY9準縁予暮⑫qッ
"ヽ
ユ♀ユ0喀筆コl撃¥⑫予寺堆■rヽγ雅

°
手準■習攣)ヽ10'l⑦`①
°
手撃晩9■琴饗

`ヽ

17
｀ヽ
αヽ1黎襲ユ

⑦9専>導

静謀0孝マ

>嘗裏:=Y

`ヽ
'マ

tヽ菫:

こ
,l

｀
ユ琴彗CL
■畔撃騨晉

Ψ黎蟹ま理

予マ吾

“ 秘⑦〉0浮

専
/Y♀●8
7準
｀

`耳 R]士Y0
こヽ74L翠6

⑫γ1ヽユ■
｀
♀量ユtヽC

⑫専
=4) °
(ニユCFpl

70準平
'

Q襲そ提弓

a準暉■〕

⑦〉ヽ1)q

)■事
=)



だし、口頭でも、それを開いた幹事が会費をその場でもらい、本人の代わりに責任

を持つてホームページ上でその人の会員登録をするというのであれば、いいでしょ

うが。

ツパルの報告会と臨時総会

特になし。ただ、学祭の企画への、参加者の「動員」という言葉の意味合いが、い

まいちよくわかりませんが。

6 会計状況、事業計画、他
○会計報告については別紙参照。

O探探会としての事業構想
探探会の事業 (プロジェクト)と して何を行つていくか、ということよりも、む

しろ探探会の現状を見つめつつ、会が当面向かう方向について確認した方がいいと

思います。

私自身は、探探会全体として何かをやるというよりも、探探会はOBが集う場と
して機能を主としてホームベージを活用して残し、あとは、その中で呼びかけ人が

同志を集めて、OOOO実 行委員会とか、O00の 会とかを立ち上げ、会員は自分
の希望する度合いで参加する (例えば積極的に事務を担うとか、資金提供だけはす

ると力う ようにすればいいと思います.これは何も大きなプロジェクトだけでなく、

例えば “昭和40年代の会'と か、そういうのでも同じです。
そもそも、会が全面に出て大きな企画をやることになつた場合(事務局や幹事と

してそれを引つ張つていけるほどの時間的、労力的な余裕がある人が、それほどい

るとも思えません。現実的には、今のままのやり方を、川尻さんが会の職を離れた

あとも継続していくのは難しいでしょう。 (日村さんでも戻つてこない限りは、で

すが。)

そのような中で、会で大きな企画をやるということだけを先に決めて、会全体を

巻き込んで進めていこうというのは無理があると思います。

また、会のあり方や事業構想を決めるのに、定足数にも満たない総会等の集まり

だけで、準備も不十分なまま、議論の時間も十分に取れないままに決めてしまうの

は、どうかと思います。ホームページ上で議論を展開した方がいいのではないでし

ょう力、 (そのために、Hp上に「会の運営に関するベージ」を別途設けることも
提案します。)

以上
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【折丼翼実圧 :四臓Iま軍目自なれど、薔りの書Iま観=流】

探検部OBであり、探探会会員
でもある折井亮夫氏 (以下、折井

さん)は、大阪府立生野高校の生
物教師のかたわら、アマチュア講

談大会で全国2位の技量をお持ち

のことは知る人ぞ知るところです。

折井さんは1964年に文理学
部理科生物科に入学されて、母校

の長野県飯田高校の先輩である元朝日新聞の本多勝―配者の影響を受

けてか、探査会から移行しつつある探検部に入部された。

大学時代は動物社会学・生態学を専攻。 卒業後、大阪市大研究生
を経て、高校の生物教師となられました。 1

さて、この掲示板で皆さんにお伝えしたいこと。

それは、折井さんが今から13年前に、とてつもなく大きな身体上

のハンディを青負われながらも、講餞という語りの芸術を生きがいに

して、その世界で超一流の息に達せられたという事実です。

その病名は背髄損傷。 91年 に除去手術をされましたが、四肢に
麻痺が残り、 1年間リハビリ生活を経て、92年から現在の高校に復
帰されました。

今では比較的自由が利く右手だけで字を書いたり、キーボードを打

らたりしながら、教職の仕事をこなされていますが、ここに至るまで

には壮絶な自己との問いがあつたものと推察します。

その困難を乗り越える力になつたものは、同じ身体傷害者で今でも

現役の営業マンで登山家でもある松田宏也氏との出会いであつた、と

のことです。(

その著書『 ミ

“人は身体

て、時にはよ

が、そこに

折井さんの

して、残 され

ことが、講談 :

病気にかか

口と肩を並ベ

それは、“ヨ

来春には定

●この文章梶

と題して私カ

ベられたこと

代的に重なこ

の腕前を風σ

出ました。お

一緒に食事電

●突然、発義

す。人生の冒

たことは、そ

ができない炉

と癒しを動
¨

川尻哲夫 (70年商学部入学)
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フマチユア請談師

太闇堂海州こと折丼亮夫(1964年生物科入学)

あと半年、正確には5ヶ月余で定年退職.35年間の教職を退<ことになる.大

阪の府立高校で生物を教えてきたのだが、人間どこでどう変わるかわからぬ

もので、日下、私は請談にのめり込んでしまつているのである。きつかけは14年

前の教科の忘年会.宴たけなわになつたときに、物理科の同僚が講談を始め

た。

「そもそも三方ケ原の戦いは、頃は元亀三年壬申年十月十四日甲陽の太守

武田大僧正信玄甲府に於いて七重のならしを整え、その勢三万余騎を従え甲

州八華形を雷発なし。遠州周知郡犬丼の城主天野宮内左衛門ならびに芦田下

野守両人を案内者として、まず、出縣三郎兵衛正景に五千余人を差添え、遠州

飯田多田羅の両城を攻め落しその勢いに乗じて兵を進め徳川家の御味方なる

久能三郎衛門宗成の立籠もったる久能の城を攻めかけたるところが、久能三

郎衛門宗成は用心厳重故なかなか落城いたし難く、よつて抑えの兵を残し置き

それより在々諸所を乱暴なし民家町家を焼きたて、出名郡、本原、西島、袋丼畷、

IE小出の麓まで連綿堂々として屯を張る。されば遠三への使者の早馬はあた

かも櫛の歯を引<女□く、ここにおいて浜松御城中にては神君諸士を集めて軍

議評定に及ばれました。この時酒丼、石川、大久保ら進み出で…・・」

とやり始めた.およそ5分。このテンポ、リズムに魅せられて

しまった。

「それはなんや ?」「講談や、『三方ケ原の物見』ちゅうねん」「ヘー、どうした

ん?」「いや、講談道場というのがあつてな、プロに教えて貰つているんや、た

だや」「ヘー、そんなら俺も入門するわ」

と、その場で入門を決定した。周囲の他の同僚は、酒席のことで真剣には思

っていないと、たかを括つていたが、私は真剣そのもの.カルチャーシヨツクそ

のもの。こんな世界があつたのだ。しかも目の前に。しかも、ただ。

早速入門させて貰つたのだが、47才になるまで車の免許を取る以外、習い

事、お稽古事をしたことがない。「プロの講談師が直接教えて<れる」、期待と

不安が入り交じる.新規入門編がこの「三方ケ原の物見」である。修羅場読み、

あるいは平場読みというのだが、講談独特のリズムとテンポを会得するため

のものである.武田信玄が京へ上る途中、遠州浜松の三方ケ原で徳川家康を

打ち破つたせ

景が眼前に|

に吹き込ん
'

リズム、テン
だから大変ア

ところで言

だが、講談長

期、大阪でに

テレビ、ラジ

テレビの出]

った。上方て

の、「上方講

てプロにな:

る。教師のニ

<る年の3「

とがない、Z

教師として1

15分間の時

発表会が

ったが、体言

ずつて歩<;

除去しな瞬

は、一生車キ

けてみなけ

991`軍9月 1(

「良性腫I

首から下が

い。と<に左

うにもならi

ちがうのは

か職場復帰

復帰を果し
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鮒 ニ
本当は、もう一度講談がしたかったのである.あれから、もう13年。この間、車

で事故を繰り返しとうとう運転を放棄。となると通勤が大変.大阪のベッドタウ

ン化した奈良から大阪の都心を経て、郊外の職場まで、乗り換え3回正味45分

のすじ詰めJIJ車、乗り換え時間30分、最寄り駅から職場へ徒歩20分から30分

の通勤は並大抵ではないが、慣れというものは恐ろしいもの。本や新聞など麻

痺のある身体では読めない。ましてや、座れずに立って手すりに掴まっている

だけだから、この時間が講談のお稽古、「ネタを繰る」時間となつた。往復の車

中でボソボソとネタを繰るのが楽しいのである.  _

が
10年以上も継続してひとつのことをやつていると「ハク」がついて<る。現在

で|ま上方請談道場の学級委員長として世話役をしている。

ヒヨンなことから東京講談の神田愛Ш師匠と知り含いになつた。この師匠は

アルコール依存症を克服した方で、障害を持ちながら講談をやつている姿を認

めて<れ、東京在住のアマチュア講談師との伸をとりもって<れた.そんなわけ

で年に数回東京へ出没している次第です。東京で請談会をやる際には是非お

いてください.

そうそう、昨年亡<なつた一龍斎貞立という講談の大先生は横浜市大1期生
だそうです。それから現在、女流講釈師田辺一邑という人がいます。文理学部

独文科を昭和61年前後に卒業しているのですが、何かの機会に聞きに行つて

みてください。

探探会報にふさわしい内容ではないのですが、そんな探検部OBがいたので

す。

【訟鮨

■新聞社訪雇

8月 の夕暮

の屋上でそC

苑に沈み、手

光景が一望で

く訪ねて来て

新聞社を案内

な言葉をか iす

その方は松

んぶん赤旗J

産党の機関紙

に、一般人のi

思つていまし1

の私にも決く:

そして、外

部署と松橋氏

に丁寧に説奏

してまで紹介

のイメージは

朝刊の締め

有の雰囲気に

■公害調査σ

松橋氏は 1

色OBと して

また、OB
第31回発表会
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「生物科 3年の時 (61年 )、 大野正夫君や横山宣夫君らと北上川水系の調
査とゴムボー トによる川下りをしました。調査ltJ‖の源流から藻類や水棲昆

虫の生息状況を調べるためのものでしたが、途中から松尾銅山の極めて酸性

の強い排水が流れ込んでいました。排水を中和処理するために川が赤褐色に

なり、北上川は本流まで汚されていました。だから、当時は公害という概念

が定着していなかつた頃で、調査している方もその意識が希薄でした。しか

し、企業の方は公害を出している自党があり、どんな調査をするのかと心配

していたふしがあります。公書という概念を知つていたら調査はもつと違つ

た広がりを持つたと思われ、今も強く印象に残る体験でした」

そして、数学科に再入学されて探検部もそのまま在籍されました。数学科

の4年生の67年の冬、乗鞍岳の奮上訓線で滑落事故に遭われて、肋骨4本
の骨折と左肺を損傷されたことは、市大裸検部にとっても初の大事故として、

その記録が残つています (『エキスペディション I』 に収柳 。

■日本ジヤーナリス ト会議賞受賞

70年、赤旗編集局に入局。政治部、社会部等を経て、81年に初代科学
部部長6社会部デスクの時代、教贅原1
明らかにしました。 lヶ月以上の現地

とのことでしたが、このスクープで松1

旗取材版は、81年の日本ジャーナリ|
賞されました。

■そして、諫早薦干拓間目を通い続ける

その後、関東・信越総局長、赤旗編集委員等を歴任されて、現在追い続け

ているテーマは、諫早湾千拓事業と日本の漁業問題.

「諫早湾の事業は公共事業中心の悪しき水産政策の典型で、沿岸漁業の消

滅を招くだけでなく、大義名分の農業振興と防災強化にもつながらない。ま

た、千潟は貴重生物の宝庫であり、水質浄化の役目も果たしている。先日、

佐賀地裁が工事差し止めを命じて、ようやくその事業の問題点が広く認識さ

れつつあるだけに、漁民の願いである潮受け堤防の開門を早急に果たしたい。

諫早湾に限らず、日本の沿岸漁業が衰退の一途をたどっていく共通の要因

は、無駄な公共事業を推進する国の施策にあるので、漁民の見方にならて農

水省と戦つて

■冒険精神

「探査会 i

B会の会員 |:

心を抱いて ,

て発表するi

事をしていを

B会が担えた

松橋氏はな

の視点に立く

残しました
=

来年春に兵

ければ、彼ら

とで、探検澤

r… … … … ‐

●折井さ急

たち (2)」

お会いした

電話を頂菫

●松橋さん :

年度は大野

息の取れる1

事業や今後 (

●松橋さん,

同誌は 35:

載し、今後‐

次頁は松橋 i

●この訪蔵

け多くのOl

して私たち (

ればと願つ
‐

-30-
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『科学』に載つた35年前のパタゴエア探検記

松橋隆司(63年生物卒、67年数学卒)

■岩波書店の月刊誌『科学』で京大探模部OBの安成哲三氏(名大地球水

循環研究センター)が、35年前に書いた手記を掲載している。十数回の連

載で4月詈から始まつている。学生時代の記録をそのまま載せているの

がミソで、面白い。参考までに紹介してみよう。

■タイトルは「チlり・パタゴニア1968年 -69年 ある学生探検の記録」.

筆者は現在研究者。当時は探検部に所属する理学部学生で、ノヽタゴニフ

の「未開地域」の探検を思い立つ。2年近<費やして68年に夢が実現し、

帰国後半年かけて記録を残したものだ。

35年も前の記録を9ごろになつて、なぜ ? 筆者は「探検とは科学研
究と基本的に同じ営みであり、社会に報告されてこそ意味があるという、

私の素本卜な気持ち」と「探検へ駆り立てた『未知への種れ』とは、いつたい

何であつたのか、もう一度検証したいという気持ちからだ」と書いてい

る。

■そして探検は、「帝国主義列強の国々が、自らの植民地やその候補地

の自然や人文現象を、支配者の側から調べるという、影の部分も付きま

とつた行為であつたことも否定できない」とする一方、「人類全体にとつ

ても、どこかポジティプで普遍的な価値をもつているはずだという心情

を、私は

'も
捨てがたく持つている」と述べている。

■筆者は友人3人とともに2回生のときに出岳部から探検部に移つた。探

検とは、地球上の「未開なところに乗り込んでい<冒険とロマンに満ちた

ものだと単純に思つていた」が、その期待は裏切られる。世はまさに海外

旅行ブーム・行こうと思えばどこへでも行ける時代になつた
。探検部で

は「どこに行<のか?」という問いよりも「行つて何をするのか ?」という

問いが強調されていた。

「そういう雰囲気に反発を感じ」つつも、ノヽタゴニアヘの夢を実現して

いく。その悩みや努力を、資金や物品集めの苦労に共感するであろう。

探検音F

安成哲三 や‐
名古屋大学地球水循贋F三

山登りから探検ヘ

1966年もおしせま■

ち 3人』甕甍匡圏ゴ
1,ヨ
ロ

下宿でこたつに入り、

ながら,世界地図を百

山岳部員だつたぼくた

めての雪山でのスキー

かとおちつかなかった

「ビルマ奥地はオモ

ぱリアマゾンやで」.:

ら,ソ連となんとかう

船で行けるぞ」などカ

しては,たのしんt‐l

部員のくせ,ふ しぎと

話は出なかった。そオ

った。

たしかに,ぼくた1

かし,同時に,山登 :

つまらないという:議

のように,登山人口J

おろか,冬山でも,」

とびとがおしかけ。
"

・1 当時京大理学言i宇三

在,日 本労壼党京手
`= 当時京大農学

=:宇
三

の研究に従事 事二
ルネオ島での飛行姜

-32-

κ



7月
:

鼻F■:イエ・4′4!・/ν扉
～
1,X'コ●ユT―

`と
一

,キIPギ黎ホ|=キチくに,・
‐
7n聖靭尋駈颯コば'2n撃

市|〕ツ'“('(ρ#士辛印・昇♯野Y'¥颯激
“

―T●4′/ 1.

ヤrイ12いmr,抑刹mll ¥颯漱■耐ωy白キル ,,
省戦■4イ

ー/・ι口限9γIIF .｀1`'■岬

“

措脅颯浙(θコ聟1

A,ンチキ.4r工γ■・
丼■融)の鮮浙(′く

`一

τ4,y st
・
身ユ尊40柳(`―と

4′μ+)1ン4ヽ′ア柳鱚!普逝硼・―
``n・
Jくとヽア ・.

・
晏lll曽‖ζ′去今覇旱(θン′4`∠・

率|口

'ι
硼OγOyくを4[,

29ヽFヽ'21爆薫酪`219■94■(゛γylTγc

9■19繁5α:酔単`F'2'迎⑦〉メl⑦割票)ミ舜緋`繋

1ヽヽ¥章γ1ヽ)τ/C卜17薫¥聯新・γこ評アコ孝

γ ttγヽ

“

〉Fη T'2Cアコ々〉ポ
'`9=平

⑦「博

薫。1早薫薫軍」「靭訴軍」・⑦じ

`γ

⑦ツ黒i2こη

コ茅瀾薔薫¥⑫〉多
・
γ。ヽ2■αコ

'写
ギFl■1〉盤1

`ヮno`さ字〔Fl ⑦▽⑦ι*4/―/4/1ンイヽ`9.Y′

4乙。A09*く′μヽ・イ‐4Y`6マ幸⑦,*一
n4¬奉c*∠∠ra4・ィlYα争・翠1ヽ)C∫

“ 身Cコ¥誹浙ワ(lC百尋⑦9⑦畔¥`6くに1 9Pη

碑剥辛`96マ¥甲憂ツエアITOこ:界豪劃¥膏

⑦キ
`ム
¬`尽

“

⑦q⊆、AR「ぐO」`ヽα⑦早
`哺

←P`■くαη ・黎くnユγ■⑦γ■6萩印`)Cヽ1
Fi rl鰈詈即0準却⑦寺I薫中コユニT'〉Fl

・
γこ評〔T`ξα%ξ

“

当騨ηコ準

`9`R ・くntt F12⊆夕`アい0ネγヽlγ昇く
'2ヽ
今

COア `アツヤさ字準γ身藉暑1ヽ■2こ嘉⑦Y評
=

`η9 `2Cく07 ・ワユ〉襲
`ツ

こくn FI彗野ぃo

`)`マ
ツ尋アツ1´γ率で9〔〔

“

4ヽ/半0イ
`―
イヽ

(■1661)早■)■幸零身炒(ρ2管平と`4`
y.4軸η掛職―

`く
■影■ll薫皐T¥章・董型

=彫控0
井暴T/業晋・力郭TT百`初0)・T薫惇薫翻¥章細票
・
勁税=1例V甲

・
半昂甲
・
薔百拳勁慨章軍lll“幸日 

｀
ユ

雄
・
童型Tl願]ヽ]取町・■

“

)・T二∫絆♯蔵¥章割宗

`r疇語暑い。ア嘉暑7●99｀f卜
“

η年さ

“

アβア

0コン初
｀
9`凛冒9099ηユ「Tlシ`ヽ

“

ワ鉢

FI印萱`r19γγC身〉を多□Y印憂`コ11マ⑫

9「要
'■1〉R ・γこ9ヽγ射野い。アへヽ孝0革C

`ヽ1■6γ⑦

'ヽ“

■ド
'ユ

f,評6嘉甲
`コ1却回`■ぐ

■
・
γιy早騨∫

“

6憂甲F'9γ〉メ|`21ヽγ■7
・
γこ

γヽユq2ヽ全尋5αイ
'9T'コ

■:夕・
γこヽ

“

孝甲F'妻

⑦Y/4r∠
`｀

“

アキ
`4k―

¬RFnt`ュ〉⑦百惇
署甲卑RYG・■ヽ

“

■ 
・
γ1ヽ2γ■⑦γ`利2η

q率6〉ιO母』困聘`P ttP身「
'9(1影
ユ警

撃F'マ9.9γ■RT哺率いγR γttR褒ム ・9

■Cき冒去ヽ

“

γ漁キ≠Vγ」`「ユきκ

`と
∠6∫4

こ0`きAヽ」`「
■9きンロ■7 Fl聘¥ム4ra」

・
ヨγユ準1準1聖ヽ

“

・
γCヽ

“

身αヽC9鉾Rヽγ

L,`γぐOT卜γ3率母肇早―キY⑦ユ甲塁⑦)α

a ri`)■RTttI T19マ〉ぶlγι詳百鰈詈
「

`鋼票・
γ1ヽ)0早η聖コ蝉尋因町晋再■Sγユ

6。っ算p7■_キァン4 `6Yコιγコユ肇上

⑫T孝`刷(〉コマム
=コ
TttF・:*覇翠ヨ夢r89

■〉メ|`摯99⑦日ZI γこ率暑n鉢卑寺9961

ヽヨ諄9α attr「

・G9⊆:
2q箋董⊇

Gヽηη「こ
|

2醒撃ぎ
3

平黎コマ≦

専暉堅コイ

浙・7C霊i

轟]Gヽ
´
=

Cマコゴモ

準宰尉望{

黎戦ヨCi

ηヽ2ヽη暴
1

1ヽ7Cヽ1｀
｀
Gヽlη9
挫条鮭
'1

｀
■筆¥f
乙
=「

:́

°「
饗
=C

Oりηヽユ

褒0回凄

*凝碑¥

多
　
　
　
　
　
　
　
　
　
／
′
し
、

γ

曇̈

錮
Ｅ

件賠畜N1lf`♯Yりじ。井市ヽ)一イイ斗1郷静則ψお幡Yヨ早号

,,こ26聾↓
=昇
筆嬌

準17解ヨ漱

彗窪0颯灘軍輪9望-69…8961∠
=「
´′ゝO rl壬



素晴らしき0日・口Gたち (薔帥偏)

【『とんぼJに集まつた日0年代後半の面セたち】

川尻哲夫

●あと数年で、探査会の設立以来50年を迎えようとする探検部では、おそら<過去に5

00名以上の部員たちが入部、退部を繰り返しながらも、探検部や探探会を離れたどこ

かで、互いに接点をもちつつ、交流を暖めているものと推定します。

今年の6月 26日、神奈川県」R伊勢原駅前の『お食事彙とんぼ』に集まったメンバー

もその私的グループの一つであり、実に結束力の強いユニークな面々でした.

●大阪の飲み屋で饉村さん(商・67年入学)と一杯やりながら、その会含の存在を初め

て聞き、私の参加を了解してもらつたのですが、どうせ行<なら現役にも参力0の機会を

設けてやろうと、連絡をとつたところ2名 (野澤君。

'丼
さん)が参DOを申し出て来まし

た。

●とんぼとは、澪帽さん (商・65年 )の経営する食堂の座敷。その時のメンバーは,丼埜

さん (商065年 )、威■さん (生066年 )、山口さん (商・67年)、精地さん(商
068年 )の計6

人。他にも、小森さん。自日さん。高精さん。加鶴さん。

'丼
さんなどのメンバーがお

られるそうですが、その時は欠席されていました.

●そのメンバーと現役とは親子ほどに年齢が離れています。でも現役がツパルの遠征

計画を話すと、先輩OBたちは青春時代に戻ったかのように、真剣に計画を聞き入り、逆

にオジサンたちの懐かしき探検活動や台潜でのレストラン経営の話には、現役たちも『い

つか自分も」との憧れを抱いた表情に変わつてい<場面が展開されました。探検という

共通の言葉を持つ異なる世代が、現代の探検を具体化しようとすると、純粋な探検は

難し<、登山や旅行であつたり、海外ビジネスであつたりすることで精一杯が現実です

が、互いにとこか支援できる関係を持つことは、双方にとつてもプラスになります。

●会含は、いつしか紙村さんのセプ島にいる新妻とお子さん(お孫さんではな<)の話

題になり、雰囲気は最高に盛り上がりました。500名の中には、このようなグループが

'でもとこかで交流を続けているのでしよう。もし、その方々がHPを見ることがあれば、

近況報告や有益情報をHPにしていただきたいものです。会員・非会員を問わず、HPで

の交流も多いに続けていきましょう !

←津蟻さんのお店の日P

お子さんの写真を見せて

大:ましゃぎの紙村さん→

2000年 18

旅は、現職の理

人のツァーで発

旅の主な目
=とカナダの自然

はじめにバー

動物群の化π

業まとは、 新動言i二
実際はどう1:

のでこの名が■

頁岩の地層が違

異なつていたこ
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学者のワル =リ
ダの地質学者11

報告が彼の異殊
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に乗つて峠を起

を下りて、ハン

岩の表面に銀圭

機になつたのて

翌年の 191C
発見し、バージ

訪れるようにな

現在では世界運
バージェス房

た。その結果、

の奇妙な動物暮

新しい 1ベーラ

さて、我々:言

―の飛行場かを

てバージェスF
バンフから三
パーティとな4

頁岩の現場保ヨ

勝手に個人や′

ド付きで、出 ,こ

起こつても責在

えば、転落事
=
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さて、バジフの町から車でヨーホー国立公園に行き、そこの登山口から「ワルコット

の崖」まで登り約 5時間の道のりであつた。
登山道は、びつしり樹木で詰まつた暗い樹林帯、開けた明るい樹林帯、そして上に行

くとほとんど樹木がなくなり草原の山と岩石の山となる。

途中、赤、黄色、紫、青、自などの高山植物が美しく咲き、またナキウサギなど氷

河時代の生き残り動物も日の前に出現して私たちを楽しませてくれた。ロッキー山脈

の中に入り込み美しい自然にふれ、感動のひとときを味わうことができ、 5時間の登

山の厳しさを忘れさせてくれた。

次に登山の様子や周りの風景そしてバージェス頁岩現場の写真などを掲載したい。

(写真の日付けは日本時間で、現地の時間ではありません。)

.2 tFr●●●rresを

『フルコットの崖J 図中央のフプタ山とフィール ド山の中間西斜面にある。

およそ2400m位 の位置。向かい側にエメラルド湖とパージェス山が見える。

Ｆ
・

■
”
．

ヨーホー
=二のタカカすこ

山頂には氷事

が川や滝鋼

Ｎ
ＡＡ
（

饉

一

ち 途中に見え
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一Ю

左フプタ山。フルコットの崖。人影の

後ろの黒いのは監視カメラ。

化石持出し禁止を見張つている。

フルコットの崖

躙財訛■ず銹 ぶt■
― ・
‐
・この赤い箱に化石が入つていて

次にカナディ
マ

なお、カラー写:

ただければ幸l

ごつごつした

氷河がかぶき∵

の下にはたま .こ

に流れてくるこ

はゆっくり流れ

どの針葉樹が=
だ。樹林帯で ま

くれる。小費ケ

なることがあ登

以下自然の写真
ガイ ドのリチャード氏。

見学者に見せてくれる。

ガレ場にナキウサギが出現 した。

ピカイア。脊
=:バージェス買岩の地層.

-38-



-68-

°ヽ
Aマ]〉墓
「
像軍童⑦落寧土て

°
安留、C?ミ9■

9■1孝孝孝謗写■
'コ

♀?コl身申棄
｀
6身マ暑嬰茅⑦響γヽ擁罐蔵¥｀キ陥峰レヽ

°
9露>

)黎率■厳尋目⑦身甲葉
｀
♀静、γ摯⑦陥動暉撃⊇|マ

「
螂華>2⑦縁シ■1)単率織

°
2

鶴喜専CF>0そX>降、γ裂靭卑CF⑦窪彰
=蜜
幾I｀し効そ拳6ヽγ平γヽ絆華禅⑦P

孝ミユ
｀
ごく
｀
機
°
>ヽA)0勁そ窪窮麟¥61東尋60準コ園崚薔%繁費撃6〉C●■1

麟¥｀7撃
°
9効孝りAヽ■¥｀)■1早影67留■1■畔聯⑦暴⑫鐵、7冥

°
9>)賞撃コ|

議し専21■諜影、グ書M2γCnttγ麟※。9♀)、γ継露脅禦T♀手、γl!`コ率γ
=燿
1土⑦

鐵¥°9効稼撃)■■黎稼蒸暑コ崇準111r°安〉C脅|lr)手4繁、γ学夕
｀
ひ♀8ヽγttα麟¥

準121TO々叩⑦残磯0008°当甲7♀よ)2群7■6♀C二l⑦量肇γQO「ひF

°
2留)ヽAttξ

`繁
手
'2認 へヽ)暫認曇畢番⑦イーンマー率⑦鰈婆彰

｀
こ⑦9ヾα〉F、γイ⑦よ軍含-4イ

｀
繁専

°ヽ
A■■↓酵そ軍全⑦ヽ

“

0〉Aヽマ聯齢⑦溶尋⑦―キイ重κ∠ン

`手
γ■lM

蓄摩⑦―キイコイ∠ンメ手γ

°
マC留ユ⑦ヽへヽ乍宰ぐ孝マレヽ

=1宰
難⑦可

°
マ0啄、γ瀧薯影理⑦

身影控⑦>形よ率9ぐ¢慈γ彰王⑦啄嘩⑦ミ
°
物饉じy9孝ヽコl理Z9準理翅コ1ゾ4/`
手/4ン
`孝
黎

`Pじ
M°ゾrγロム/∠      °

写酵0擁唯我畢
°
∠ルγユ

°
■

`10多
?「/4`4/t/ゾ

4/t4rム」⊇|ヽγ⑫漱アー/t°22舜α与
難⊇|つ警科

`lG暫

)OQ導l、71イ=4/乙

°
写酵0擁唯我畢

°
∠ルγユ

軍華
=



=ロンピF大違源

軍サド=蹂漁ギ
ー

これから僕

左ハンドル三

― トマ車に切 I

ホレ空港)から1

島には高速道路

前後で双方がと

余裕をもつて季

熔岩大地を縫c
ける海原の結署

にあつたファテ

き、右手奥に雪

ア山が雄大に構

北め はずれの
カーヴの余 |

いつの間にか7[

て抑えて」と=
ウィンカーだ、

ョイと慌てるこ:

程、1時間程で

寺だ。更に4 kl

自炊をしながら

入る。明治時伏 :

以降が多く住た

一したカメハメ

今回コナ空港

した朝を過ごし

には日本ほどで

に,入ると、ぎこ

「カントリー■

た」と言うc行
料品のパックな

キラ ウエアヘ

26日 (木 ):ま l[

イメア病院の≡

ぽ
一

=11二
||

鰺

-40-



コ1撃⑦膊軍コト⑦留革革0シユ習⑦ン
°
拳ヨユ輌留肇章マJ/E手子撃博軍ψ錮撃∠/ン

乙olm∠Fン乙⑦軍耳ZCシT繁繁単然α幸｀
準懸%°中当珠熱01・1(宰)日9Z

撃F10孝ヨマヽ二
=`4+ °

準二19専〉多q√工製ユ叫9°輌専
`イ
ユqF専〃4ゝ/0響博

専安ヽ1)需コ16軍°ヽ1ヽ
γユヨ襄Чイイーム09コマツ安彰賃、γ興′中⑦り°

`曇
マ「7

■■暴影21陽ユ冨写撃孝」「(暉■率眠『ン
`マ
手1/4』」

°「
ン4マ手―(lκγ」

■煽讐冒)0、γ琳マンE子°
9二Чだ宰賞>)■脚0■理ヽ

`日

、γtn専亀T詳｀
79Yコ

撃0智薄…■―=0暴翌″マ軍国幕80ζ留回聟
°、A彰
車ゞ響ヽ1尋準1ユP El率日■1コ

畢孝♀¥°ν卑0手=∠″″イ⑦彫Ш■OT単⑦撃澤手=｀勲コ1諺寺｀■
「
熙脅膊■■

マapνo■1日9乞壼°ツ
`y景6(Y)日予ZビZ寺ラ0襲0■ι不6割コ1累彰

`二
回寺

°
ユ珈導き亀レヽ

`襄
心
｀
、79ヽ1)0顧q聯ユ騨⑦ξ需OI¥ヽ//ヽ//γ■■―

撃々留燿と乙ヽ/襲4ヽ/=rF°、年孝■図■に‖謀靭日｀ユ09ヽ
～
工γ珊>髯朱α割

` 幕
=⑦
Y率日■■

`γ

、噌ユ蟹軍ユキ41手
`認
■71Yユnマ笞颯2辮単供m。安Y

コ1士)02百畔奉鮒
=■
99■lκ

`―

ム準121>妥°
詳轟蟄尋牽野⑦q、γ専■そ坊軍

工ヽ幸OY警二1疑担き゛2に撃瑠なり
鶴酌襲T'憚暑99■図騨4ヽ/=0平百郷Π耳ウコII°3■暑

90当T景襲コミ°〉畢コ1ズE tt κミ丁燃タイ/ヽ島0′ζマ尋き亀ヽPユ群国剖I｀灘
(uI■08)4/ンムOg9ヽα畢李｀

猪0智ン4ム2燿寧鋼単幸7｀1ヽ歌コ)撃つl亜°9)珊マンE

手
｀
一む晩鴛｀

二甲
`町
ユゾ

`gヾ

κ口4導所、

“

―トイン4き果ヽA留マ｀
ギーγイン4

y妥72素毒工°9■γヽ里4ヽ星ユ1影ロユ■需コロヨF)γ叫)
γ瞬
°
詳幼章珊指撃0嘗llg」°

準騨尋Ч/4インム01ヽγコ1割⑦C、4

ヨーイー/コ|マ専(0章マやヽγ
寄酪躙   (3鶴ト

・Qy`、Aマι⑦q9ヽШ0007摯当ユ嘗マ°9γ製コ|¥辞γヽ申
` イ(`ム7暑準q尋マーミ軍YOヽ7C雛手準脅塁コl¥士撃｀早

影2-4`ζンイゾユ獣±平
｀
コ21士翠⑦熙9ヽ1)ヽ1撃2-ギ聯αヽ繁)0難尋聯¥暑黎

専¥軍
｀
マ卑マ繁そ軍栗q響孝、A裏野■1車場場°

3興・¥ユ099)0連)0■尋騨¥
、聯蛛翠・」11撃コをギr重姜ζ軍°、

1専
qレ
Fe)■γ`γ専省」(J彫賃αヽyO_(1ヨ2ミγ

`:〔

Ж』)=拳11き

Ч/uI耳00T尋熙専γン・y母肇里ド0宰―ズン
`―
イズ■
°ヽ
1寺利駆緊軍撃■1コ

flg

ン乙/ヽ°ワ1ヽ)OY、

“

γコ望コ照7〉C、7野｀
コ聖詣準需a当)紫鯰角、γ(繁ン4宰

∠

`)撃
薫千工°
ユ9羅9避

｀
■γヽ■γγ¥襄露シユg認1ヽ)γ轟輌婚コi車みヾ―

ギ尋車0影日脅ヽαttR遅tビイZヽAC°彰平勝撃コ1`1革繁y`ュぐ峰梨車4/ヨく/ヽ7

zF斗ラ

=聯
蜘軍 章寺99りι冒ル乙ヽ′■■暉鮮営

―トシー

一一一一
一一
一一
一
一́一一一一一
一一〓
一一一
‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐一

．
．一
．・．
．．
一一
．．
「．

・忙
静

常

な

場

・

ZO=90



沿つて走りに走り、古くっからの街ヒロを抜け今度は南下してキラウエア火山へ向か

う。10$でヴォルケーノ入り日のゲートを潜つて行くと超広大なキラウエアカルデラ

にでつかく開いたハレマウマウ火白。、ちろんアクリカのンゴコンゴロクレーターよ

りはずつと小さし,ミ。水蒸気・硫黄の臭い、カルデラに動くのは蟻のような人。クア
ーターから南東方、海をめがけて下るのはチェーン・オブ・クレータズ eローR広
大さを満喫して走り続けると突如舗装道路は真新しい真つ黒な熔岩に埋め尽くされて

しまつている。車を捨て盛り上がつた熔岩上を歩くが果てが見えない。長居は無用と

つて返すqこれからまた 200k m以上を戻らねばならぬ。ヒロの街を過ぎると真つ暗

な道が待つていた。対向車が飛び込んで来るみたいで緊張のしつばなし。暗さの2時

間が付と長く感じたこと力、寺では21時を過ぎていた。

なぜハワイ島 ?
同じ金を使うなら、中央アジア・アフリカ・南米アンデスや豪大陸などを歩き回り

たい。ハフイ島に出掛けて行くことになつたのは、突然昭年6月 から長男がハフイ島

に住み着いてしまつたからだ。それも浄土宗の僧侶として。3つの寺を掛け持ちで。
ハワイを中国語では「夏威夷」と書くので「渡夏」で良いのかな?そんな訳で第 1回

渡夏は、様子展を兼ねて息子が世話になつている会員さん津 (ハワイは檀家制度では

ない)への挨拶やオアア島ホノルルの浄轟ミッション本山への挨拶も予定したので旅

行社パックを利用した。ハフイ島には公共交通機関がないので息子の車に便乗しての

行動だつた。今回のレンタカー借用は、■月27日 が第1子の誕生予定日だつヽからだ

が、結局小生がハフイ島滞在中には陣痛も始まらず。方向指示を出そうと思つてフイ

パーを動かしてしまった日本で、ハワイ時間3月 3■に女児が産まれたとの電話を受

ける。我が家にとつては初孫と言うところ。第3回波夏は04年 8月下旬だつた。天の

り||がくつきり流れそれこそ満天の早、南の蠍座の尾が高くに見える。
「理沙」米自には「lisa」 で届‐.=1■.:葛
け出。ほぼ6カ月、笑うようになって

いた。まだマウナケア■には登つてい

ない。何も夏休み期間に2倍を越える

航空運賃を掛けで行くことはないのだ

が。断りきれず公立高校・大学受験予

備校・医療専門学校の非常勤講師をや

っているので仕方がない。多忙さが現

役時代よリベつたりと経わり着いてい

る。はやく身軽になつて時FFlをかけて
ハワイ島の自然を探検探査してみたい

ものである。 (伊勢崎市宗高町23-2)
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雇用保険失剰
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そこで、プレこ
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パニラ栽培熱から日本人ツーリスト御来臨カル トヘ  :

パプアニューギニア東セピック州ワシクク丘陵 T村 2004年 夏から

紙村徴 (1967年 商学部入学 )

●何だか去年あたりから、おかしかったのだ。 なんだか村中が浮ついていた感
じかな. 妙にだれもが熱っぽいのだ.そしてだれもがお金の話ばかりするのだ.

なんだかとんでもな<、持ちなれない多額のお金がすぐさま手に入るといつた

131うな、浮ついた熱病にかかつたみたいというか.

●ところはパブフニューギニア、あのオーストラリアの北に位置し、南半球の熱帯

圏にある世界第二の巨島ニユーギニアの東半分、そのパフアニユーギエアは東

セビック州、セビック川上流域ワシクク丘陵の T村. この村はセビック川上流域

の中心的な基地であるアンプンテイからカヌーで半日の距離. 比較的町に近い

村なのである。 つまり良きにつけ悪しきにつけ、西欧文明などの外部からの影
響を受けやすいところに位置しているのである。

もしれなお

t/ている),

テイする竜

めての数

まさに躍覇

(実はこの

したのは ,

る興行コー

ープ復鍵

―を行つた

●われわ1

いわけでa

うってと

|ま、ノヽプフ

の処理

“わm
をする鍼

世話にな

しかしノ1

その当た

が、それだ

けてしЧ父

は、「ど■

ンスに恵漱

まれなしY
るので観

である」と

られなして

画策蜘

に対して、

村では、整

●丁村には、去年が6年ぶりの再訪であつた.

この6年のあいだに、T村には幾人かの日本

人が、わたし以外に訪れていた. ノヽプフニ

ューギニアには膨大な数の村があるのだが、

にもかかわらずどうして下村に日本人来訪

者が集中したのか.

そのわけは、ある仲倉者の存在があつたから

なのだが、わたしもさんざんお世話になつてい

る人物なので、ここでは言及しない.

ともか<、結果的に6年間に8人ばかりの日本人

が、集中してこの村に倉入したのである。 結婚衣装を着けたT村の娘

1500人ばかりの村に、8人の外国人の来訪など、どうつてことないと思われるか

-44-
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の死亡原因は邪術によると信じられている. いや、信じる、信じないの話でな<、

それは邪術なのであるとされる.「奴は死んだ、邪術だ」というわけである。

●こうした社会状況であるから、この村に倉入

する外国人は、よくよ<心して報酬としての金

銭を支払わな<てはなら ないであろう.
一部の人々だけに多額の金銭報酬が集中して

しまうことは、かなリヤバイことなのであるe

この村には銀行も郵貯もないために、一部の人

の金銭報酬といつても、結局はまわ味 わって

村中に循環してゆ<のであるが、そんなことは 
「
婁摯謡護蠍 属Rは

建つた

村人の嫉妬心を緩和させはしない. 要は誰もが、金銭の所有者になりたいので

はな<、金銭の配分者になりたいということなのである. 金銭の配分者たるこ

とこそが、「男を挙げる」ことになるからである。「男を挙げる」ことな<死んでい

<なんて、これほど無残な一生はないと考えているのである。

このようにして、この6年間に入れ替わり立ち代りして村に来訪した日本人によ

って村人の一部に授与された金銭によって、村中の誰もが、自分も金銭を得たい

という激烈な欲望が燎原の人のごと<拡がつていつたのである. これはもは

や一種の「拝金思想」の蔓延というべきであろう.

●2003年に再訪したおりには、村はパニラの栽培熟で沸き立っていた.バニラ

はマメ科の植物であるが、パニラの匂いと味は、日本でもおなじみであろう。熱

帯の特産物で、ことにマダガスカル産が品質が優れているとされている. この

バニラ栽培が、2002年10月ころから東セビック州北部―帯で急にブームになつ

たようである. 州都ウエワクに近いマプ:リク田では、2003年10月までは、パニ

ラ売価が高値で取31されたこともあって、激烈なプームになつたらし<、浮浪の

盗賊や売春婦が集結し、治安が悪化したようである。 T村においても、村人全
員がバニラ栽培に血眼になつていた。 もちろん丁村のパニラ栽培は始まったば
かりで、いまだ収穫してはいないので、現金収入の実体はないのだが、収入見込

みだけで村人は浮き足立つていた. わたしの本―ムステイ先のホスト夫婦も、

「お金が手に入つたら家族全員で日本旅行に行<ので、そのときはおまえの家に

泊まるから、よろし<ね」と豪語していたものだ.

●こうした

いまだバ三

である。 .

「まとまっ三

ッと膨らん「

どうもこ

夏の「日本

●このα華

某学院舞

された‖.0[

リズム」こ澪

て下村にな

間に、ずしヽ

をおこなつ

インフラ奎

そう言って

人ツーリス

な有難しヽ′′

わたしだ

村人がわさ

わたしの豪

去年もlヶ É

なんて.

あ? たψ
だが、見鷲

●結局は、

卜は、3日
=
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=
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その情報はアンブツテイからもたらされた。

アンプンテイで商店を経営していた T村出身

の青年が情報源であつた。 なにか携帯電話
でM00氏から連絡があつたという. それも

ルートは、州都ウエアク経由ではな<、首都ポ

ートモレスピーからマウントハーゲン経由で直

接アンプンテイに飛来するとのこと. 話が

具体的なので、そういうこともあるかなあと、わたしも思つていた。 丁村では、
ある長老は、自分の建てた精霊堂 (男子集会所)の横に、日本人ツーリストたちの

便宣を図るために、トイレツトを新設していた. この長老とは、わたしはほとんど

付き含いがなかつたのであるが、なぜか、わたしが村に到着した日、わたしの宿

舎にやつてきて、じつと座つて、わたしから声がかかるのを、ひたすら待つていた。

夕食が済んでもまだ座つているので、「どうしたの?なにか用かい ?」と尋ねる

と、かれは「M00」と感極まって抱きついて<る。 つまりこの長老は、わたしを M00

氏と間違えて、プレゼツトを贈つて<れるのを待つていたというわけなのだ。

別の長老は、わたしの荷物が少ないことを話しがり、「水道施設の器材はどこ

にあるんだい ?」と、プープーと不満をもらした.わたしが、「ぽ<は M・0じゃあな

いよ」と言つてま まつた<聞き入れてくれないのである。「おまえは日本人だ.お

まえは水道を敷設する義務がある」と主張する始末.わたしが約束したわけでも

ないのに、なんでわたしが責任をとらなきやあならないんだあ?

いまだオーフンできていない村の診療所のドクターボーイ(医療補助員)は、

薬剤と冷蔵庫を要求してきた.さらにかれの未払いの給料を請求してきた。小学

校の校長からは、教材費をはらって<れと言われた。

●まった<、わたしは JAICAのスタッフじやあないちゅうに.どうも、こうした請求

の根拠は、かつて M・0氏らが学校や診療所に対して、お世話になつた御礼として、

い<ば<かのお金を置いていつたからであるらしいことが、あとから判つた. つ

まり日本人の論理としては、村でお世話になつたのだから、建前上は村の公共財

である学校や診療所に寄付金をブレゼントして満足して帰国したのであろう。

しかし T村の人々に公共の福祉という観念は存在しない. 校長やドクターボー

イは、自分が日本人に何もしていないのに、日本人は一方的にお金を<れる.

なんと有難い人たちであることよと、インプツトされてしまったらしいのである.

日本人は一:

これは学1

ていて、こf

請求してき,

0氏は寄
=

出すのなら、

のである.

●こういう:

た. 当石イ

束」は果たて

M00氏からi

なるという8

つていたこt

なのか、だ _

ついに8「

月9日へこ』

といつてし,

「約束のE_

●結局、な三

ころ、かのア

なかつた、t

しかれは、t

当にそう雹

うか、「短著

青年ですら

確かな情重

●おそら<1

とで、行き域

スト御―`予
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つたのではないか. そしてこうした「信仰」あるいは「カルト」は、かつて植民地

時代にメラネシアのここかしこで流行した「カーゴ・カルト」(船荷崇拝)と酷似して

いると思われるのであるが、どうであろうか.

(了 )

′くプアニューギニアの

地図と国旗

:紙村徹氏のプロフィール (神戸市看護大学のHPよ り抜粋): aItltatlrtttlaaataataaaartaatttalaialtaraaaaaataataaa-ataaaaaaattataataa

専 攻 文化人類学 社会人類学 オセアニア民族誌学

研17~
マ

7くプアニューギニアの神話と世界像、所有観念と交換体
系、身体像と民俗生理学

略 歴

昭和47年横浜市立大学商学部経済学科卒業

昭和52年南山大学大学院文学研究科文化人類学専攻修
士課程修7
天理大学付属天理参考館民俗部学芸員として、アイヌ民族
文化、オセアニア、アフリカ、台湾、北アジアの地域伝統文
化の調査・保存・公開に従事し、

昭和60年より目立民族学博物館共同研究員として、パプ
アニューギニアの共同研究に参加

平成9年神戸市看饉大学助教授

論書．
文
書

告書
天理参考館蔵品図録『ひと もの こころ シリーズ :パプ
アニューギニア』(平成元年、天理大学)
天理参考館蔵品口録『ひと もの こころ シリーズ :台湾
原住民の服飾』(平成5年、天理大学)
天理参考館蔵品図録『ひと もの こころ シリーズ :台湾
原住民の生活用具』(平成5年、天理大学)
(以■■任編集および分彊覇離)~~― 一

一
「オセアニア②伝統に生きる』(平成5年、東京大学出版)
F世界のことわざ大事典』(平成7年、大俸館)
F文化人類学 変貌する社会』(平成9年、ミネルヴア書房)
F宗教と考古学』(平成9年、勉誡社)(以上分担執筆)
論文
「慣習法共同体としてのニューギニア高地社会の諸相」(昭
和56年、『南方文化』8韓 )
「ニユーギニアにおけるく土地の父〉観念複合と呪術的宗教
的土地所有権」(昭和57年、『南方文化』9韓 )
「パプァニューギニア高地サカ・エンガ族の系譜伝承の解
読」(昭和62年、『民族学研究』52-1)
「対称性から相補性ヘッくプアニューギニア、サカ・エンガ族
におけるクラン間相互の対立競合の変容」(昭和63年、『天
理大学学報』157輯 )
“The lmmigrant Hero L● gend and COsmOIogy among the
Sak● Enga,Papua Now Cuinea Highlands"IN:Man and
Oulture in Oceania vo「 4,1988

所属学会
日本民族学会,日本オセアニア学会,東南アジア史学会,日本
島嶼学会,比較文明学会

学部         大学餞
文化人類学      フイールドワーク綸
医療人類学

看饉研究演冒

科

ひとこと
Xl`人 類字とは異又 16程解脅県 ,卜にして日らを側刃 1じす0
プロセスにこそ位置づけされます。頭を柔らかにすることで

す。せいぜい楽しみましよう。

禅洲茂 (1

昨年11月

踏んださ
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き参むこv

年、彼ら

私は卒業以

台と日本全国電

てはいい迷悪
・

た。 いじめ■
長女には本≡ :

な時期に転要

3日後に修彗F

は2年の秋:こ鍵

青春多感な奪

さて、私の,

北海道の大豊

開拓入植地・這

ングも、当時こ

宿泊は工事

も)・町で短

`〔そうなことで:
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ある時、尾岱沼(おだいとう)というトドワラで有名な小さな田舎田から知床半

島の付け根の根室標津という田まで歩いて北上している途中、夕暮れ近<、工事

の飯場に水をもらいに立ち寄つたら、泊まつてもいいよということになつた.雑

魚寝てはあるが。 その日の晩、飯場の人が車で20分ぐらい離れた(1ヒ海道の2

0分だからかなり距離はある)尾岱沼のスナックに連れって行つて<れた。ママさ

んが横浜に知り含いがいるということで、ひとしきり話が盛り上がつた。

人里離れた地で人に飢えていることもあったの

だろうけと、そこには現在の日本には有り得ない人情が

あった. 思いやりが有つた。心の暖かさがあつた。

他にも車で脇を通る人が乗せて上げるよと声を掛けてくれる. せつか<だが断

る.いい人が多い. こんな経験をしたからかどうかはわからないが、希望せず

とも最初の赴任地は札幌であつた.

それ以来、ススキノを皮切りに30年、探検部魂を心に抱きつつ夜の街の探検に

勤しんでいる.

禅洲茂さんとその転勤生活を支えた奥様 (93年・大分の社宅にて)

湯布院温象にて 20年ぶりの混溶?(93年 )

《2004年 10月 ■

を目指していた愛担員
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一報が飛び込んできた

現場は6200メ ー
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名塚氏は、世界に 1

ルナに登れば、 1● 3

った。

日本は、残り少なL

のベスト30の うち、

で両手の 10指を切 `
くと、世間の注ロヨ

もちろん、登山注目

険、探検にとつて=■
うと、余計な口出しi
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ら思い立ち、登山経験がなかつたため、大勢のポーターとガイドを従えて登り、85年に達成した。現在、北

米で (自然保護グループともめながら)自分のスキー場を拡張中で、その宣伝文句に
「7大陸最高峰登頂第 1

号」が使われているという。

当時から、アルピニズムの世界では、あまり積極的に評価されなかつた。なぜなら、8000mを 超すエベ

レストを登るのは確かに大変だが、残る6峰は、さほど難しい登山でもないからだ (もちろん、植村直巳や山

田昇がマッキンリーで遭難したように、侮ることはできないが、だからこそ彼らは
「まさかの道難」と言われ

た。しかも、植村は単独、山田は厳冬期という条件でもあつた)。
バス氏の 。偉業・はむしろ、優秀なガイドを

雇い、高所ポーターを使うことで、「だれもが世界最高峰の頂点に立てる」ことを実証したことだ
つた。

実際、バス氏の登山をきつかけに、エベレストの商業公募登山が隆盛を極めていく。
ルー ト、天候、食料、

出発時間から休憩の取り方まで、何でもガイ ドが教えてくれる。荷物は高所ポータ
ーが運んでくれる。ヒマラ

ヤ大衆登山の幕開けである。

そこに目をつけ、「世界最年少」というエポックを持ち込んだのが、野口氏だつた。

「ぐれて上級生を殴るなど荒れた学校生活を送つていた少年が山で更生した」

そんな感動物語と相まつて、一躍スターダムにのし上がつた。著書『落ちこばれて
エベレスト』は絶賛され、

CM出演や講演活動などに引つ張りだこになる。広告業界のプレーンたちに日まれ、彼は事実上、タレントに

なつた。今や国政選挙に討つて出るという観測もあるはどの著名人である。だがその後、高峰には登
つていな

しЪせいぜいエベレストのベースキャンプ付近でゴミ拾いをして
「清掃登山」と称している程度だ。それでも、

現在の肩書は「アルピニス ト」や「冒険家」である。

野口氏の成功はしかし、プームとしては目立ちすぎた。とくに清掃登山を通じ、
「過去の登山家がヒマラヤの

環境を台無しにしてきたJという指摘は、山岳界ではスタンドプレーにしか映らなかつた。日本山岳会や日本

ヒマラヤ協会、日本勤労者山岳連盟などが環境問題に取り組み始めた直後に、野口氏が言い出したからだ。彼

のアルピニストとしての「資質」を問う声も出始めた。

そうした事情を耳にしていた石り:1氏は、もつと「したたか」に行動せざるをえなかつた。彼は、
セプンサミ

ットがアルピニズムとしても、冒険の一つとしても、価値の低いことを熟知していた。だから、自分
が登山家

やアルピニスト、冒険家として表記されるのを強く拒んだ。私が取材した際にも、

「僕の肩書は、学生あるいは旅人にでもしておいてください1

と、笑つた。

彼は作家石川淳の孫である影響か、早大在学中からプロはだしの文章が書けた。紀行文を主体とす
る物書き

になるのが夢だつた。そのひとつの素材として、市洋のスターナビゲーシヨン (星の位置から、進路を特定す

る伝統的な航海術)の研究をライフワークとしていた。

「ミクロネシアに行くには、お金がいるんです。セプンサミットに成功すればt出版社からの援助がある。す

でに2社から声がかかつています」

そんな石り:1氏がコジウスコを登り、最後に残したエベレストに向かう直前、彼をよく知る地平線会議代表
の

江本嘉伸氏はこう言つて叱咤した。

「何たること力ヽ 高尾山と同レベルのコジウスコに、どんな思いで登つたのか。自分の経歴を汚
したようなも

のだろう」

石り:1氏はそれでもエベレストに行き、著名ガイド、ラッセル・プライスの公募隊で登頂した。が、同時期
に、

14歳のシェルパが史上最年少でエベレストに登頂し、セプンサミット最年少記録の価値はますます下がつて

しまった。

次に登場してきた山田淳氏は、周囲が果れてしまうほど、純粋にセブンサミット達成をめざ
した。山岳雑誌

「岳人Jで、石川氏と対談した際、石川氏が「セプンサミットを過大評価すると、その先の人生で困る」と忠

告しても、山田氏は、・

さあ、そして04争

渡辺氏は、九州産=
大々的に寄付金を募つi

ベレス ト、マッキンリー

ちつともア ドバンテー

「みんなの夢を、鶏存

渡辺氏は大学のパタ

04年 1月 にビンソン

頂した。大学側は大 |々

しかし、実は「王手

米国人男性がエベレス

早い渡辺氏はどうあが

録」となつた。ここに

冒険家で中央大助義

「セブンサミットの最

る。 7大陸最高峰登頂

したことのない、未知

だれでも挑戦できる.

セブンサミットは言

極にあるとさえ言える

法」なのだ。

セプンサミッターた

えた。こんな感じだ=
《一緒に登るシェルパ

そして酸素をセットし

っくりしていたら後で

こうした紀行文が大

渡辺氏の言つた『みん

やテレビ番組でお覇桑

そうした中、もつと

人は注目されたいなど

つた山野井泰史氏 (3

「いま日本で一番有名

と、無邪気に笑つて

「プロスポーツと違い

と、感嘆しきりだっ

「それでも」と、菫彙

経験、技量、運鴻

名塚氏と、熱狂的なフ

名塚氏の功績の電
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(85年冬)映画「植村直巳」撮影隊に参加し、西田敏行をサポー ト.登頂シーンの撮影のため、実際に登頂.

(90年夏)K2の北西壁に新ルートを拓いて登頂
(91年春)カ ンチェンジュンカの最難関ルー ト0北東支稜を征服

(98年冬)エベレスト南西壁の厳冬期初登頂

自省を込めて言えば、せめて探検部や山岳部に名を置く人たちには、本物を見極める限力を養つてほしい。

それなしには、自分たちが何をすべきか見えてこないはずではない力、

「冒険しない若者は死んだ方がましだ」

栄えある日本人最年少記録に輝いた渡辺氏の好きな言葉である。彼に会う機会があつたら、ぜひ尋ねてみた

い。「冒険つて何だ」と。

止

(表 1)8000m峰 14座=●は、名塚氏が登頂した山
●エベレスト (8848m/ネ パール、中国)
●K2(861lm/パ キスタン、中国)
●カンチェンジュンカ (8586m/ネ パール、インド)
○ローツェ (8516m/ネ パール、中国)
○マカルー (8463m/ネ パール、中国)
●チョー・オユー (8201m/ネ パール、中国)
●ダウラギリ。(8167m/ネ パール)
○マナスル (8163m/ネ パール)
○ナンガパルバット (8126m/パ キスタン)
○アンナプルナ・ (8091m/ネ パール)
●ガッシャブルム o(8068m/パ キスタン、中国)
●プロード・ピーク (8051m/パ キスタン、中国)
●ガッシャブルム・ (8035m/パ キスタン、中国)
●シシャパンマ (8012m/中 国)

(表 2)セプンサミット (7大陸最高峰)   
｀

〈ヨーロッパ大陸〉エルプルース (5633m/ロ シア)
(アフリカ大陸〉キリマンジャロ (5895m/タ ンザニア)
〈アジア大陸〉エベレスト (8848m/ネ パール、中国)
〈北米大陸〉マッキンリー (6194m/ア ラスカ)
(南米大陸〉アコンカグア (6960m/ア ルゼンチン)
〈南極大陸〉ビンソンマシフ (4897m/南 極)
(オセアニア大陸〉コジウスコ (2230m/オ ーストラリア)
(同〉カルステンツピラミッド (4880m/パ プアニューギニア)
(※)オセアニアの最高峰をコシウスコとする説と、カルステンツとする説がある。
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まだまだあるぞ、蔵出し写真

パプアニューギニア彗翼難 懸1購圏櫂影)

午後の一刻を濠んでいるT村の一家

装飾土器を成型中の男。

ツーリスト来臨を待つTttY地区の精霊撃。
M.0氏のおかげて内部の写真撮影代がひどく機上がりした。

T村西隣の沼に魚獲りに出てきた女




